
法学部教授会議事要旨 

日 時 平成２５年１２月１２日（木）１５時００分～１５時３５分 

場 所 法経研究棟 大会議室（４階） 

出席者 ７２名（定足数 ４２名） 

オブザーバー ２名 

議     事 

  （協議事項） 

１．定足数について 

学部長から、准教授１名が病気休暇取得のため、定足数から除外することについて説明があり、協

議の結果、承認した。 

２．法学部長及び法学科長の承認について 

学部長から、内規に基づいて、次期の法学研究科長に選出された者を次期の法学部長及び法学科長

とすることについて説明があり、協議の結果、承認した。 

３．学生の異動について 

教務委員会委員長から、学生の異動について、資料に基づき説明があり、協議の結果、３名の留学、

３名の短期留学を承認した。 

４．平成２７年度入学者選抜における旧教育課程履修者に対する経過措置について 

教務委員会委員長から、平成２７年度入学者選抜における旧教育課程履修者に対する経過措置につ

いて、資料に基づき説明があり、協議の結果、承認した。 

  ５．法学部規程の一部改正について 

     教務委員会委員長から、法学部規程の一部改正について、資料に基づき説明があり、協議の結果、

承認した。 

６．平成２５年度第２学期定期試験時間割について 

     教務委員会委員長から、平成２５年度第２学期定期試験時間割について、資料に基づき説明があり、

協議の結果、承認した。 

７．平成２５年度交換留学先大学で取得した単位の認定について 

教務委員会委員長から、平成２５年度に交換留学先大学で取得した単位の認定について、資料に基

づき説明があり、協議の結果、承認した。 

８．平成２６年度学年暦について 

教務委員会委員長から、平成２６年度学年暦について、資料に基づき説明があり、協議の結果、承

認した。 

９．平成２６年度授業科目の開講について 

     教務委員会委員長から、平成２６年度開講科目について、資料に基づき説明があり、協議の結果、

承認した。 

１０．平成２６年度非常勤講師担当の授業科目について 

     教務委員会委員長から、平成２６年度に非常勤講師が担当する授業科目について、資料に基づき説

明があり、協議の結果、承認した。 

１１．平成２６年度学部新入生のクラス担任教員の選出に係る修正について 

教務委員会委員長から、平成２６年度学部新入生のクラス担任教員の選出に係る修正について、資

料に基づき説明があり、協議の結果、承認した。 

１２．OUSSEPに係る短期留学生の受入れについて 

担当教員から、OUSSEPに係る短期留学生の受入れについて、資料に基づき説明があり、協議の結果、

３名の受入れを承認した。 

１３. 部局分散にかかる短期留学生の受入れについて 

担当教員から、部局分散にかかる短期留学生の受入れについて、資料に基づき説明があり、協議の

結果、２名の受入れを承認した。 

１４. 超短期プログラム（中国文化大学政治科学学部）の実施について 

国際公共政策学科副学科長から、超短期プログラム（中国文化大学政治科学学部）の実施について、

資料に基づき説明があり、協議の結果、承認した。 



１５. 超短期プログラム（中国文化大学政治科学学部）に係る超短期留学生の受入れについて 

国際公共政策学科副学科長から、超短期プログラム（中国文化大学政治科学学部）に係る超短期留

学生の受入れについて、資料に基づき説明があり、協議の結果、１５名の受入れを承認した。 

１６. 大阪大学大学院法学研究科、大学院高等司法研究科、法学部と国立台湾大学法律学院との間における

学術交流及び学生交流に関する覚書の締結について 

担当教員から、大阪大学大学院法学研究科、大学院高等司法研究科、法学部と国立台湾大学法律学

院との間における学術交流及び学生交流に関する覚書（案）の締結について、資料に基づき説明があ

り、協議の結果、承認した。 

（報告事項） 

１．法学部運営委員会（１２／５） 

学部長から、１年次のみに配当されている法学科の授業科目について、配当年次を広げるかどうか

を教務委員会で検討することとなった旨、報告があった。 

２．法学部合格者判定委員会（１２／５） 

学部長から、平成２６年度法学部第３年次編入学試験について、６名を合格と判定した旨、報告が

あった。 

３．教務委員会（１２／５） 

教務委員会委員長から、法学研究科に所属する外大留保ポストの教員の国際公共政策学科における

学科目の担当等に関する申合せ及びマルチリンガル・エキスパート養成プログラムの検討状況につい

て報告があった。続いて、法学部学生自習室利用規約についての説明があった。 

４．その他 

①ファカルティ・ディベロップメント研修について 

担当教員から、来年２月に、外部講師を招いて、授業方法等に関するファカルティ・ディベロップ

メント研修を開催することについて説明があった。 


